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開会宣言 

     会場監督 竹村 陽子 会員 

四つのテスト唱和 

                                   宮永 憲一 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶

                                                   大久保 昌宣 会長 

皆さまおはようございます 

冬の風物詩とも言えるイルミネーションが街中で見られる時期にな

りました。先日、札幌で大通公園を通った際に「ミュンヘン・クリス

マス市 inSapporo」が開催されていました。 

ドイツの文化体験やパネル展示をする小屋の一角に、高さ２メートル

ほどのクリスマスツリーが飾られていましたが、ほのかな光が灯って

いるのは、微生物の力で発電する「ボタニカルライト」によるものだ

そうです。植物と共存する微生物が生命活動をする際に土や水の中で

放出する「電子」を利用して発電、発電時に排出されるのは水のみで

植物の根に吸収され、イルミネーションツリーの電極はツリーの下にある土に刺さっているそうです。 

電力量抑制の動きは六本木ヒルズのイルミネーションでも行われているようで、この５年間で同時点灯 

する球の数は約１割増え、今年約８０万球の LED が設置されたそうですが、調光により消費電力は３分 

の２程度に減らしているそうです。先日、正和電工様で微生物による SDGs への取組を見学させていた 

だきましたが、省電力にも微生物の力が活用されているようです。 

 

 
 

国際ロータリー 第 2500地区 第 3分区 

Asahikawa Morning Rotary Club 

2022～23年度 第 1344回 例会報告 

例会日：2022年 12月 15日（木）時間：7:30～8:30 

例会場：旭川アートホテル 通常例会 

 

R I 会長： 

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ E・ｼﾞｮｰﾝｽﾞ（ｱﾒﾘｶ） 

）） 

クラブ活動方針 『これまでの 30 年をこれからの 30 年に』 

 クラブ会長 ：大久保 昌宣 ・ 幹事 竹村 陽一 

 

 

2500 地区ガバナー 

ともに紡ごう！ロータリーの未来へ  

久木 佐知子 （旭川西 RC） 
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                    会務報告 
                                幹 事 竹村 陽一 

 

１．国際ロータリー第２５００地区 久木佐知子ガバナーより、『ガバナ

ーノミニー・デジグネート（２０２５～２０２６年度ガバナー）に

ついてのお知らせ』 

収受。 

    【２０２５～２０２６年度 ガバナー予定者】 

      釧路北ロータリークラブ 

佐渡 正幸（さど まさゆき） 会員 

            生年月日 １９６７年 １月 ９日 

        ＊異議のある方は、12/27までにガバナー事務所へ書面の提出を 

     お願い致します。 

 

２．一般財団法人 比国育英会バギオ基金より、『２０２１年度 事業報告書  

並びに寄付のお願い』収受。 

 

３．公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会より、『ハイライトよねやま  

２７３号』収受。 

 

 

 

 

               委員会報告  

                       

ロータリー財団寄付金のお礼 

             

ロータリー財団委員会 委員長 井上雄樹 

   

ロータリー財団寄付金についてのご支援を皆さまから賜りまして、誠に感謝申

し上げます。 

ご協力により、より良い地域づくりのための活動やグローバルなイニシアチブ

を資金面で支えによってポリオの撲滅や平和の推進などグローバルなキャンペ

ーンを展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

  Asahikawa MRC 
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        クラブ協議会 

             前期をふり返って  （五大委員長）     №１ 

 

○クラブ管理運営委員会 委員長 坂本 信一 

 

コロナがまだまだ収まらない中で例会運営委員会・親睦委員会の皆さん会員の

皆さんにご協力いただきながら上期無事一度も休会することなく例会が開催出来

たことに感謝申し上げます。また ZOOM 併用の例会では、毎回例会前の ZOOM

準備等をして頂ただいき竹村幹事にお礼を申し上げます。下期も宜しくお願い致

します。  

１０月には久々にリアルで紅葉例会が開催することが出来ました、名誉会員の

飛弾野さん福井さんにも参加いただきお元気お二人にお会いできました。 

親睦委員会の皆さんには若手中心に企画して頂きとても楽しい時間でした、やはりリアル懇親会が一番 

会員どうしの親睦が深まりますね。来週はクリスマスパーティーですが。親睦委員会の皆様にはご苦労を 

お掛けしますが、引き続きよろしくお願いいたします。 

下期もまだまだコロナも収まりそうもないですけれど、出来るだけリアルで会員親睦が出来るような例会 

運営に努めて参りたいと思いますので、ご協力をお願いします。 

 

 

○会員組織委員会 委員長 朝倉 直博 

 

   現在までの会員組織委員会の活動報告をさせて頂きます。木村会員増強委員長と

河崎会員研修委員長には今もご尽力を頂いており感謝いたしております。 

   いよいよ近づいてまいりました今年度の一番のイベントでもあります、３０周年

記念行事も近づいてまいりました。当初、大久保会長が掲げた３０周年までに会

員 30名を目指すことを目標にこれからも木村会員増強委員長と共に会員増加に向

けて尽力してまいります。会員を増やすには先ず例会等に来てもらわなけらばク

ラブの雰囲気や何をしている会なのかも分からないと思いますので先ずはゲストを呼ぶことから始めよう

と思っております。また身近に会員希望またはロータリー活動に興味がある方は是非ご紹介頂ければ幸い

です。 

   会員研修委員としては、河崎研修委員長と共に今後も引き続き新入会員さんを中心とした研修活動をして

いきたいと考えておりますのでご協力の程宜しくお願い致します。 

以上、簡単ではございますが会員組織委員会の前期の振り返りとさせて頂きます。ありがとうございまし

た。 

 

 Asahikawa MRC 
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○広報ＩＴ委員会 委員長 谷地元 憲次                     №2 

私がMRCへの入会から４年目、昨年は職業奉仕を担当させて頂き、先輩会

員にご指導を得ながら何とかお役を果たすことが出来ました。今期は広報Ｉ

Ｔ委員会の大役を仰せつかり、ナニが何やら全く判らず、前任の朝倉委員

長に教授を求め、例会会報等の 

フォーマットを頂いて着手に挑みました。委員会活動計画書では、広報ＩＴによ

るロータリーアンしての意義や目的、また、ホームページへの掲載により各クラ

ブの会員や以外の皆さんに興味と理解を得られるよう広告塔として努力するとし

ました。現在も続くコロナ禍において蔓延状況により、ズーム等によるリモート例会やリアル例会では 

スクール形式の座席、持ち帰りのお弁当など感染防止対策を講じながら、継続できていることに、会長、

幹事をはじめ、会員の皆さんと事務局の配慮と協力に感謝いたします。 

前期の会報作成とアップロードは１７回を経過しましたが、年明けの後期（半年）を残しております。

中々、時間に余裕が無くグレードアップも儘ならず、ギリギリの期限で間に合わせている状況です。 

御覧の皆さんは、物足りなさを感じるかもしれませんがご容赦ください。 

後半も広報ＩＴ委員会のメンバー全員で、皆さんに喜ばれるよう邁進して参りますので、これからも 

ご指導ご鞭撻をお願い致します。 

 

○奉仕プロジェクト委員会 委員長 武田 昭宏 

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは四委員会から成り、時世の現状を精査し、また、長期的なコロナ

禍においても事業を進 

めていく計画でした。前期は限定的ではありましたが実施事業もありました。今

後も状況を見極めながら対応していきたいと考えています。 

 

 職業奉仕委員会     委員長 河﨑 高麗男 

職業奉仕の一環として、職場訪問移動例会を１１月１７日に「正和電工株式会社」を訪問させて頂き、 

環境問題の解決に取り組む貴社の橘井社長様からバイオトイレなど各製品の紹介やそれぞれの普及を通じ

て、これまでの歩みと今後の展望について説明を頂きました。当日、訪問参加者９名全員が、地道に地球

規模の環境保全推進を目指し、発生廃棄物の再利用のための装置発明に感嘆した次第であります。 

 

 社会奉仕委員会     委員長 飯塚 達夫 

社会奉仕は地域社会の安全安心なコミュニティーを創造する一助となるように活動を推進しております。 

具体的には、①安全安心なコミュニティー創造の支援→模索中 

      ②ごみポイ捨て禁止運動への参加→１０月２日（日曜日）ごみ拾い実施 

      ③ボランティア塗装への参加（公園遊具や公共施設備品等）→前期は中止 

加えて、今年度迎えるＭＲＣ創立３０周年記念の一環として、ふさわしい社会奉仕事業を支援します。 

 

 Asahikawa MRC 
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 国際奉仕委員会    委員長 竹澤 元男                     №3 

国際奉仕委員会としましては、続くコロナ感染蔓延により社会全体が萎縮し活動が出来ませんでした。 

今年度は可能かと思いましたが、他国との交流ですので人的交流は避けなければなりません。よって、 

地区資金を活用した支援として、子供たちへの飲料水供与について、タイ・バンコクロータリークラブの

スペンソン智恵美様と協議を進めているところです。また、ＲＩ2500地区国際奉仕委員長 足立パストガ 

バナーとも平行に打合せを行っていることを報告します。 

 

 青少年奉仕委員会    委員長 桑原 義彦 

現在の社会情勢において、今尚、新型コロナ感染蔓延が収束が見えない中、意義を果たす活動が状況で 

あります。 

具体項目として、①日韓青少年交換事業受け入れへのお手伝い→検討中 

        ②北見市で開催するＲＹＬＡセミナー研修への青少年参加→中止 

        ③子ども食堂（高校生・大学生）への募金活動積極的に活動する→活動継続中 

 

※伝達事項  会場監督 竹村 陽子 

  モーニングＲＣ創立３０周年記念事業 「テーマ」案 を皆さまから募集しますので宜しく 

お願い致します。 

 

 

                                 

高見 一典 会員 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Asahikawa MRC 

会 報 編 集       広報 IT 委員会       ・谷地元 憲次 ・宮永 憲一 ・朝倉 直博 

＊ 本日の出席 第 1344 回 例会 総 　 員 21 名

12月 15日 出  　席 18 名

出 席 率 85.71 ％

＊ 修正出席 第 1341 回 例会 総 　 員 21 名

11月 17日 出  　席 15 名

出 席 率 71.43 ％

＊ ゲスト

＊ ビジター

＊ メークアップ

ございません

＊ 12/15分　　ニコニコ　　0円

＊ 旭川モーニングＲＣ 出席報告 ＊

ございません

12/15　宮永憲一（旭川東RC）


